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	応用
	抗原情報
	背景
	シグナル伝達リンパ球活性化分子（SLAM）ファミリーの自己リガンド受容体。同種または異種の細胞間相互作用によって活性化されるSLAM受容体は、多様な免疫細胞の活性化と分化を調節し、自然免疫応答と獲得免疫応答の両方の調節と相互連携に関与する。その活性は、細胞質内の小さなアダプタータンパク質であるSH2D1A/SAPおよび／またはSH2D1B/EAT-2の有無によって制御される。アイソフォーム1は、SH2D1A非依存性の細胞外シグナル調節性ERK介在経路を介してNK細胞の活性化を媒介する（PubMed:11698418）。リン酸化SH2D1Bに依存するメカニズムによってNK細胞の機能を正に制御する。下流のシグナル伝達には、PLCG1、PLCG2、およびPI3Kが関与する（PubMed:16339536）。 NK細胞と標的細胞間の異型相互作用に加え、NK細胞間の同型相互作用も活性化に寄与する可能性がある。しかしながら、SH2D1Bが存在しない場合にはNK細胞の機能を阻害する。T細胞においても阻害作用を示す（類似性に基づく）。リンパ球接着に関与する可能性がある（PubMed:11802771）。LPS活性化単球においては、炎症性サイトカインの産生を抑制的に制御する（PubMed:23695528）。アイソフォーム3はNK細胞の活性化を媒介しない。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	CD319 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Raji 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	DAB 染色による CD319 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト扁桃組織の免疫組織化学分析。
	

	DAB 染色による CD319 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト直腸癌組織の免疫組織化学分析。

